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れる企業組織の拡大 (すなわち､ 距離) は次元で表すことができる｡ 物理学
における光の速度でなくても､ 共通の不変速度を設定することによって､ 空間
が決められると時間が決められることになる｡ ここでは､ 相対的に小さな空
間を扱うため､ 時間は絶対時間を指している｡ そして､ ローレンツ変換は､
決められた時間の中でそれぞれの主体が空間を形成していることを示している｡
(以下の図参照)
なお､ 経済・経営的解釈からは､ 軸が垂直なため､ 単独で行動するよりは
組織によって行動する方が､ 規模の経済が働くことになる｡ そして､ それに
よる最大の時間の節約は垂直の時に達成される｡ また軸が度以上になる
と過去に戻ることになるから､ そのようなことは現実的にはありえないことに



















以下の () から () までの諸仮定が設定されることになる｡
() 時間は､ 全ての人に同時に与えられている｡ 行動そのものが時間である｡







注) この図は､ 地域が異なる人の経営者が､ 同時間で構築された企業
の位置と大きさを示している｡
() 組織による経営は､ 個人 (単独) 経営よりも規模の経済を生み出すため
に､ 常に最大の時間を節約するように行動する｡ それゆえ組織は水平軸
(地理空間) に対して垂直の軸を形成する｡ そこでは､ 時間を戻すこと
はできないことを意味する｡
() 経営者は時間を使って組織を大きくするが､ 時間 (または経験) を有効
活用しないと､ 衰退して組織が消滅する場合がある｡ 有効に時間が使わ
れれば復活も可能である｡
上記 () から () までの仮定をふまえると､ 以下の図を描くことができ
る｡ ただし､ 時間は経験と比例することから､ ここでは時間と企業組織とが比
例するケースが描かれている｡ また､ 時間と空間 (ここでは市場としての空間)
――
図
注) 上図は､ 単独の行動よりも組織は､ 規模の経済が働くために時間が節約されることを示











() 完成地 (または組織が成熟した地点) における時間について
＝√‾‾‾‾‾＋＋




























注) 上図の水平軸 (―) は出身地からの距離を示している｡ (以下の図同様)
図
ここで､ 経営者の出身地に創業する組織 (ここでは仮に ｢地域特化型組織｣
と呼ぶことにしよう) と､ 都市空間を重視した ｢都市特化型組織｣ の大きさを
比較してみることにしよう｡ 以下の図を参照されたい｡
図において､ 地域特化型組織の大きさはの距離を乗じた(＝＝＋












また､ ＝－＝√‾‾‾‾‾＋＋－√‾√‾として､ これを図示すると､ 以下の





























で表される｡ この式において､ 実際に単位をそろえることは難しいので､ あく
までも相対的に観察できる指標である｡ なお､ は創業時の組織力､ は現在




で表される｡ もし仮に空間的距離が分からなくても､ 時間 (伝統とも置き換え
ることができる) と経営とにより､ 空間と調和することが可能になる｡




































れば分かり易い｡ たとえば､ 現在の雇用採用を中止することを意味する｡ ちな
みには時間を有効に使った場合の組織力 (組織の大きさまたは雇用の大き






























で表される｡ ただし､ は経営危機が訪れた時間を示す｡ 本来であれば順調な
企業経営が行われるためにはがないことが望ましいが､ 図から時点を
機に､ 組織を立て直すことによって､ 発展させていくことを示唆している｡ 実





なお､ 上式は､ 全てのケースに当てはまるが､ 下の図は危機が回訪れる







図から､ からは通常の時間軸であり､ これは時間 (または経験) が



































































































まず､ 組織の完成時間 (現在) は､
＝√‾‾‾‾‾＋＋
で表される｡ したがって､ ランクを最大の都市が創出される最小の時間距










































以上のべてきたように､ 本稿では､ 経済史・経営史分析と､ 空間経済学的分
析との融合をはかることを目的として､ 歴史分析において有効に機能する時空
間モデルの構築を試みた｡ そのために本稿では具体的に､ 経営者 (企業家) の







































石井 ()､ () などがある｡




 これは､ 空間を扱う場合､ 集積の経済として捉えることができるが､ 一方では単に組織
が大きくなることによる経済便益 (内部経済) と捉えることができる｡ この規模の経済に
ついては､ 立地論的観点から()､ 
()､ 西岡 () 等に
よって説明されている｡
 この不等式を都市の集積経済効果に応用したものに､ 神頭 () がある｡
 前掲石井 () 第章､ 第章などを参照｡
 このモデルについては､  	(!) および 	()
を参照｡
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